
＊日時：２０１４年９月１２日（金）

＊場所：兵庫県尼崎市 私立百合学院高等学校本館会議室

＊対象：百合学院高等学校２年生５４人

地域研究コンソーシアム オンデマンドセミナー

＊テーマ：国際紛争とは・私たちは国際紛争問題にどう向き合えばよいか

＊講演：山田 真弓 氏 （大阪大学グローバル・コラボレーションセンター招聘研究員）

＊目的：高校２年生の総合学習「国際理解・国際紛争」の導入として、

南スーダンでの山田先生の活動を紹介していただく。

＊講演内容：南スーダンの概略説明・UNMISSの活動について

２０１３年末に始まった紛争による避難民救済活動について

＊問題提起：「紛争当事者がお互いを許すことは可能か」

「国を建てなおすにはどうすればいいのか」「外部者は何をすればいいのか」他

＊生徒達の反応：講演前に「紛争を止めるにはどうしたらいいか」を話し合っている際は、自分の現実
世界とあまりにかけ離れているせいか 真剣に考えられない生徒もいたが、講演が始まると話に引き

込まれ、集中して聞いていた。講演終了後は「もっとお話を聞きたかった」「時間が短すぎた」などの
声が多く、非常に興味深く聞いていたことがうかがえた。

＊今後の取り組みの予定：先生が生徒達に投げかけられた問題を、グループワークの形で話し合い、

文章化し、先生に報告する予定です。

企画責任者：西村 稚子（百合学院高等学校）
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